
全
国
で
も
珍
し
い
“
声
の
で
 

る
ゴ
ミ
諸
ソ
 
（
仮
称
、
一
写
真
）
 

が
市
に
お
目
見
え
し
、
き
れ
い

な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に

一

役
か
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

“声
の
で
る
ゴ
ミ
箱
一
は
、
 

「住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
」
 
と
五
所川
原
ロ
ー
タ
リ
 

ー
ク
ラ
プ

（尾
崎
正
雄
会
長
）
 

が
劇
団
「
レ
オ
」
 
（
後
藤
し
げ
 

お
主
宰
）
の
全
面
的
な
協
力
に

よ
り
製
作
し
、
市
に
寄
贈
し
た

も
の
で
す
。
 

大
樹
の
幹
と
枝
を
模
し
た
ゴ

ミ
箱
は
、
高
さ
が
三
・
四
〇
U
、
 

周
囲
が
四
・
五
〇
U
で
、
五
百

キロ
Wう
の
ゴ
ミ
を
入
れ
る
こ
と
が

で
き
、
内
部
に
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
 

プ
を
施
設
、
投
げ
入
れ
口
に
ゴ

ミ
を
入
れ
る
と
野
鳥
が
さ
え
ず

り
、
協
力
に
応
え
る
声
が
で
る

仕
組
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

市
で
は
、
こ
の
ゴ
ミ
箱
に
愛

称
を
つ
け
、
九
月
九
日
、
国
鉄

五
所
川
原
駅
玄
関
の
脇
に
備
え

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

ク声

の
で
る
ゴ

ミ
箱

ク
お
目
見
え
 

〔毎月 2回・1日・15日発行〕 （昭和33年 9 月10日第 3種郵便物認可） 
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五所川原市役所 

430号 

昭和53年 9 月1日 

印 刷 西 北 印 刷 まかわら 
、
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、
．
 

、 
世 帯 数 	14,276 

（昭和53年 8月1日現在）住民基本台帳から 

男 	25,326人 

女 	27,108人 

市 の 人 口 

52,434人 
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個人で福士さんが優勝 

‘中女素団体で 2 連勝 

東
京
・
千
駄
ケ
谷
の
東
京
体

育
館
で
行
わ
れ
た
第
九
回
全
国

家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

（朝
日
新
聞
、

日
本
バ
レ
ー
ボ
 

ー
ル
協
会
主
催

）
で
八
月
四
日
、
 

市
女
性
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
プ

が
、

c
組
で
準
決
勝
に
進
出
、
 

大
野
南
チ
ー
ム
（
福
岡
県
）
に

二
対
〇
で
敗
れ
た
も
の
の
第
三

位
と
な
り
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
 

ジョッパリで準優勝 
やった、三中ナイン 

ま
し
た
。
 

後
、
五
小
体
育
館
で
練
習
に
励

こ
れ
は
、
第
七
回
大
会
で
優
 
ん
で

い
ま
し
た
。
 

勝
し
た
本
県
代
表
、
弘
前
チ
ー
 
鈴
木
誠
一
 
（
市

保
健
体
育
課

ム
に
次
ぐ
快
挙
で
す
o
 

主
任
）
監
督
は
、
 
「試
合
に

い
 

大
会
で
は
、
 一
回
戦
を
失
な
 
ど

ん
で
、
大
会
の
空
気

に
飲
み
 

い
ま
し
 
込

ま
れ
な
い
よ
う
精
神
面
で
の

た
が
、
 

指
導
に
力
点
を
お
い
た
。
結
果

敗
者
復
 

は
と
に
か
く
、
皆
さ
ん
全
カ
を
 

活
戦
で
高
鍋
木
曜
会

（宮
崎
県
）
 

ふ
り
し
罵
っ
て
が
ん
ば
り
ま
し
 

を
ニ
対
〇
で
下
し
、

c
ブ
ロ
ッ
 

た
‘
・
ー・」
と
話
し
て
い
ま
す
。
 

ク
に
入
っ
て
一
回
戦
不
戦
勝
、
 

準
々
決
勝
で
敷
島
体
協
（
山
梨
 

県
）
を
二
対
〇
で
破
っ
て
い
た
 

も
の
で
す
。
 

銅
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
市
女

性
バ
レ
ー
ク
は
、
 

伊
藤
暁
子

（
四

〇
）
主
将
以
下

十
四
人
で
、
ク

ラ
ブ
員

（
二
五

人
）
の
大
半
は

農
家
の
主
婦
た

ち
。
 

当
初
バ
レ

ー
 

ボ
ー
ル
の
愛
好

会
と
し
て
発
足

し
た
も
の
が
、
 

三
年
ほ
ど
前
か

ら
健
康
づ
く
り

の
一
環
と
し
て

本
格
的
に
取
り

組
み
、
今
回
の

大
会
に
備
え
て

毎
週

一
回
タ
食
 

仙
台
市
の
県
営

宮
城
球
場
で
行
わ

れ
た
第
七
回
東
北

中
学
校
野
球
大
会

で
、
青
森
県
代
表

の
五
所
川
原
第
三

中
学
校
が
準
優
勝

し
、
八
月
十
五
日

寺
田
市
長
に
喜
び

の
報
告
を
し
ま
し

た
。
 

五
所
川
原
三
中

は
、
大
会

一
回
戦

で
浅
川
中

（
福島

県
）
を
延
長
十
一
一

回
の
末
二

、
〇
で

下
し
、
準
決
勝
で

温
海
中
（
山
形
県
）
 

に
ニ
ー
ー
と
快
勝
、
 

決
勝
で
は
地
元
仙

台
市

の
南
小
泉
中

と
対
戦
、
延
長
十

回
の
末
惜
し
く
も

決
勝
点
を
許
し
優

勝
を
逸
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
決
勝

戦
で
は
、
最
終
回

の
二
死
ま
で
相
手

投
手
に
パ

ー
フ
エ

ク
ト
に
押
え
ら
れ

た
が
、
ド
ラ
ツ
グ
 

・

バ
ン
ド
と
三
塁

打
で
同
点
に
持
ち

込
む
ね
ば
り
強
い

試
合
に
観
覧
席
か
 
 

ら
惜
し
み
な
い
声
援
が
お
く
ら

れ
た
と
い
う
。
 

胸
に
銀
メ
ダ
ル
を
下
げ
、
準

優
勝
旗
を
手

に
し
市
庁
舎
を
訪

れ
た
山
内
正
興
（

三
年
）
主
将

以
下
三
中
ナ
イ
ン
は
、
寺
田
市

長
に
力
強
く
報
告
、

市
長
か
ら
 

「
日
ご
ろ
の
努
力
が
報
わ
れ
て

お
め
で
と
う
。
全
度
は
優
勝
を

目
指
し
て
下
さ
い
 

」
と
ね

ぎ
ら
わ
れ
、
来
年
の
大
会

に
闘

志
を
燃
や
し
て
い
ま
し
た
。
 

東
北
中
学
校
 

卓
球
大
会
で
 

秋
田
市

一
・秋

田
県
立
体
育
館

で
行
わ
れ
た
第

八
回
東
北
中
学

校
卓
球
大
会
で
、
 

五
所
川
原
第
一
一

中
学
校
女
子
卓

球
チ
ー
ム
が
団

体
優
勝
し
、
個

人
で
も
福
士
時
 

‘十
さ
ん

（
三
年

」
 

が
優
勝
し
ま
し

た
。
 

団
体
優
勝
は
、
 

昨
年
の
大
会

に

続

い
て
二
回
目

で
す
。
 

ま
た
、
福
士
 

、
 

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
が
ん
ば
る
 

東
北
中
学
校
野
球
大
会
 

全
国
大
会
で
堂
々
三
位
 

本
県
代
 

表
の
五
 

週

一
回
、タ
食
後
練
習
 

所
川
原
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地

区

名
 
日
 
時
 

三
 

好
 
九
月
五
日
午
前
九
時

中
 

川
 
九
月
五
日
午
後
一

時

毘
沙

門
 
九
月
六
日
午
前
九

時

飯
 
詰
 
九

月
六
日
午
後
一
時
 

栄
 
九

月
七
日
午
前
九

時

沢
 
九
月
七
日
午
後
一
時

橋
 
九
月
八
日
午
前
九

時
 

七
 

和
 
九
月
八
日
午
後
一
時

柱
所
川
晦
 
九
月
九
日
午
前
九
時
 

ム
二
 
場
 

市

農
協
三

好
支

所

市
役
所
中

川
支

所

毘
沙

門
 
小
 
学
 校

市
役
所
飯

詰
支

所

市
役
所
 
栄
 
支

所

市

役
所

梅
沢
支

所

市

農
協
長
橋
支

所

七
和
農
業

協
同
組
合

産
経
会
館
四
階
会
議
室
 

長 梅 

査
を
通
し
て
新
た
に
編
入
、

ま
 

す
。
 

た
は
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
ま
 

●

、
、
 

さ
ん
は
、
八
月
二
十

日
、
北
九
州
市
総
合

体
育
館
で
開
か
れ
た

全
国
大
会
の
個
人
戦

に
出
場
し
ま
し
た
が
、
 

惜
し
く
も
準
々
決
勝

で
破
れ
ま
し
た
。
 

大
会
で
の
団
体
・

個
人
の
優
勝
カ
ッ
プ

を
手
に
し
た
部
員
は
、
 

八
月
十
二
日
市
庁
舎

を
訪
れ
て
小
山
教
育

長
等
に
戦
績
を
報
告

新
た
な
闘
志
を
燃
や

し
て
い
ま
し
た
。
 

身体障害者の皆さんノ＼ 

郵便による不在者投票の手続きを 

在宅投票制度は、昭和49年に「郵便による不在者投票」 とし

て法律で定められたものです。 

この制度は、身体に重度の障害があり、投票当日投票所に行

つて投票できない選挙人のために、自宅等で投票の記載をし、 

これを郵便で投票する方法です。 

来年度は、多くの地方選挙をひかえており、選挙が近くな’J 

てから郵便による不在者投票をしたいと思っても、選挙にまに

あわない場合がありますので、早めに市選挙管理委員会で郵便

投票証明書の交付を受けて下さい。 

この郵便による不在者投票のできる方は、選挙人名簿に登録

されている次の表に該当する方です。 

口投票証明書の交付 代理人でもけっこうですので、身体障

害者手帳と印鑑を持参のうえ、市選挙管理委員会（合（5)211 1番 

・内線327-- 329番）へおいで下さい。 

障害の範囲 障 	害 	の 	程 	度 

身体障害者手帳をお持 
ちの人で 

県知事が証明した人 

両下肢障害 、1級または 
体幹の障害 ノ 2級 	、として記載 

言議曹〉搬またはノ男れて、る 

障害の程度が上記に該当する人 

戦傷病者手帳をお特ち 
の人で 

県知事が証明した人 

両下肢障害、特別項症か 
体幹の障害ノら第 2項症、までとして 

鴬難 \/ ; 3躍ノi己鷺れて 

障害の程度が上記に該当する人 

当
市
で
は
、
 
「農
振
地
域
」
 

の
指
定
か
ら
五
年
目
を
迎
え
ま

し
た
が
、
地
域
指
定
の
現
状
と

将
来
の
方
向
に

つ
い
て
再
検
討

が
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
市
で

は
県
知
事
の
承
認
を
得

て
農
振

地
域
の
再
調
査
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

再
調
査
に
は
、
各
地
域

の
農

業
者
、
農
業
団
体
等
の
意
向
を

反
映
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
市
で
は
話
し
合

い
を
兼

ね
た
説
明
会
を
次
の
日
程
で
開

き
ま
す
。
 

関
係
者
は
出
席
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
農
振
地
域
は
、
再
調
 

全
国

大
会
で

は

二
位
 

東
北
中
学
校
卓
球
大
会
 

第
八
回
東
北
 

男
子
シ
ン
グ

ル
ス
決
勝
で
は
、
 

中
学
校
卓
球
大
 
五
所

川
原
二
中

の
石
岡
選
手
と

会
に
出
場
し
た
 
対
戦
、

ニ
ー
一
で

下
し
た
も
の
 

五
所
川
原
第
一
 

で
す
。
 

中
学
校
男
子
卓
 

山
形
選
手
は
、
北
九
州
市
総

球
チ
ー
ム
の
山
 

合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
全
国
大

形
寿
行
選
手

（
 

会
に
引
き
続
き
出
場
し
、
男
子

三
年
）
が
、
男
 

、
ン
ン
グル
ス
で
二
位
と
な
り
ま
 

子
シ
ン
グ
ル
ス
 

し
た
。
 

で
優
勝
し
ま
し
 

た
。
 

男子単で優勝 
山形選手（五一中） 

ル農
振
地
域

）
を
再
調
査
し
ま
す
 

説
明
会
に
出

席
を
 



第
二
回
西
北
五
物
産
観
光
展

が
月
遅
れ
盆
の
人
出
で
に
ぎ
わ

っ
た
八
月
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
 

市
内
大
町
「
丸
友
」
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
味

わ
い
あ
る
郷
土
物
産
に
人
気
が

集
ま
り
ま
し
た
。
 

物
産
観
光
展
に
は
、
銘
菓

・

山
菜

・
海
産
物

・
民
芸
品
な
ど

合
わ
せ
て
百
三
品
目
、
三
千
六

百
四
十
五
点
が
展
示
さ
れ
、
と

く
に
郷
土
色
豊
か
な
“
ス
イ
ー
 

ト
ア
ッ
プ
ル
〉
 
“虫
お
く
り
最

中
一
等
の
銘
菓
類
、
津
軽
ワ
イ

ン
、原
酒
類
が
よ
く
売
れ
ま
し
た
。
 

会
場
の
一
角
で
は
、
津
軽
民

謡
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
津
軽

タ
コ
絵
の
製
作
実
演
会
も
催
さ

れ
、
郷
土
、
津
軽
の
観
光
宣
伝

に
一
役
か
っ
て
い
ま
し
た
。
 

ミふるさとの味ミに人気 

物産観光展にぎわう 

昭和52年度 救急活動状況 

事 故 種 別 救 急 出 動 件 数 

計
  

火
 

災
 

自
然
災
害
 

水
 
難
 

交
通
事
故
 

労
動
災
害
 

運
動
競
技
 

一
般
負
傷
 

加
 
害
 

自
損
行
為
 

急
 

病
 

そ の 他 

転
院
搬
送
 

医
師
搬
送
 

資
器
材
等
搬
送
 

そ
 
の
他
  945 2

  
0
  

4
  

212' 叫
  

7
  

130 17 。

J
 
 
416 85 21 。

乙
 
 

20 

最
近
に
お
け
る
救
急
車
の
利

用
は
、
交
通
事
故
な
ど
の
増
加

も
あ
っ
て
年
々
ふ
え
つ
づ
け
て

お
り
、
昨
年
度
の
救
急
件
数
は

九
百
四
十
五
件
に
も
の
ぼ
っ
て

い
ま
す
。
 

今
年
も
四
月
か
ら
七
月
ま
で

の
四
カ
月
間
で
す
で
に
ニ
百
五

十
五
件
に
達
し
て
お
り
、
救
急

車
二
台
で
隊
員
は
夜
も
昼
も
張

り
つ
め
た
気
持
ち
で
が
ん
ぱ
っ

て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
な
か
に
は
救
急
車
 
 

を
乱
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

方
も
相
当
い
ま
す
。
 

例
え
ば
、
病
状
や
ケ
ガ
の
程

度
が
ご
く
軽
い
の
に
救
急
車
を

呼
び
、
ハ
イ
ヤ
ー
の
か
わ
り
に

使
っ
た
り
。
救
急
車
で
病
院
に
 

行
く
と
待
ち
時
間
が
少
な
く
、
 

す
ぐ
診
察
し
て
も
ら
え
る
と
い

っ
た
考
え
方
で
使
用
し
た
り
、
 

緊
急
で
も
な
く
特
に
必
要
で
も

な
い
の
に
、
 「遠
く
の
病
院
に

運
ん
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
 
 

で
呼
ん
だ
り
し
て
い
る
こ
と
が

多
く
、
そ
ん
な
面
で
医
療
機
関

に
救
急
業
務
に
対
す
る
不
信
感

を
い
だ
か
せ
て
い
る
現
状
で
す
。
 

こ
ん
な
と
き
、
本
当
に
救
急

車
の
必
要
な
事
故
や
急
病
人
が
 

で
た
ら
大
変
で
す
。
 

救
急
車
は
、
生
命
を
守
る
た

め
ぜ
ひ
必
要
な
人
達
の
た
め
に

あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
 

い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
 
 

対
象
は
勤
労
青
少
年
で
す
。
 

（
初
心
者
歓迎
）
 

ロ
募
集
教
室
 

①
き
も
の
着
付
教
室
、
②
陶

芸
教
室
（
毎
週
木
曜
日
、
午
後

六
時
三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
）
 

③
和
裁
教
室
（
毎
週
月
曜
日

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
九
時
ま

で
）
 

い
大
ケ
ガ
や
急
病
人
の
た
め
に

も
救
急
車
を
み
だ
り
に
使
用
す

る
こ
と
は
さ
け
て
下
さ
い
。
 

ま
た
反
対
に
、
急
病
人
な
ど

で
も
五
分
ー
六
分
の
救
急
車
の

到
着
を
待
ち
切
れ
ず
自
家
用
車

で
運
ん
だ
り
。
ケ
ガ
や
病
気
が

重
く
、
普
通
の
車
で
運
ん
で
は

悪
い
影
響
を
与
え
る
の
に
、
遠

慮
し
て
使
わ
な
い
人
も
あ
り
ま

す
。
 

こ
れ
は
患
者
に
と
っ
て
は
よ

く
な
い
こ
と
な
の
で
、
必
要
な

と
き
は
大
い
に
救
急
車
を
利
用

し
て
下
さ
い
。
 

o

募
集
人
員
 
各
教
室
と
も
 

一
一
十
人
 

O
受
講
料
 
不
要
で
す
 

o

材
料
費
 
各
自
負
担
 

o

申
込
み
 
九
月
十
三
日
ま

で
、
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
 

（
費④
三
六
〇
二
番
）
へ
申
し

込
ん
で
下
さ
い
。
 

勤
労
青
少
年

ス
ポ
ー
ツ
の

つ
ど
い
 

市
内
で
働
く

若
者
で
あ
れ
ば

誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
。
 

気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
。
 

ロ
つ
ど
い
の
種
目
 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
 

卓
球
の
四
種
目
で
す
。
 

o

参
加
料
 
一
人
百
円
（
体

育
館
使
用
料
と
し
て
）
 

o

と
き
 
九
月
十
三
日
（
水
）
 

九
月
二
十
ニ
日

（
金
）
午
後
六

時
三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
 

o

と
こ
ろ
 
市
民
体
育
館
 

ホ
ー
ム
に
忘
れ
物
 

サ
イ
フ
（
小
銭
入
れ
）
 
．個
、
 

防
寒
ズ
ボ
ン
ー
本
 

預
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
心

当
り
の
方
は
お
い
で
下
さ
い
。
 

（
勤
労
青
少年
ホ
ー
ム
）
 

斎
藤
さ
ん
ら

に
感
謝
状
 

市
出
稼
協
会
 

先
ほ
ど
行
わ
れ
た
市
出
稼
協

会
の
総
会
で
、
協
会
の
発
展
に

功
労
の
あ
っ
た
次
の
七
人
に
会

長
の
寺
田
市
長
か
ら
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

斎
藤
由
雄
（
神
山
）
、
笠
井

得
司

（
桜田
）
、
高
橋
佐
次
兵

衛
（
水
野
尾
）
、
野
呂
国
四
郎
 

（
藻川
）
、
鳴
海
佐
久

一
 
（
飯

詰
）
、
原
田
信
英
（
長
富
）
、
 

工
藤
柾
光

（
小曲
）
 （

敬
称略
）
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勤
労
青

少
年

ホ
ー
ム
か
ら
 

ク
く
ら
し

と
趣
味

の
教
室
万
 

受
講
者
を
募

集
 

救
急
車
は

正
し

い
使
用
を
 

／

●
 

'
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積立 

期間 

募集 

戸数 

l戸当たり平均面債 譲
 
定
 
渡
 

価
 
予
 
額
 

財 源 内 訳 

土地 建物 
公庫融資

見込額 

積 立

目標額 

利 忘

相当部 

1年 20戸 290nf 75nf 
千円 

9.900 
千円 

5,200 
千円 

4,640 
刊
6
0
 

 

2. 20 ク 290 ク 75 - 

・

加
  

0
.
 
2
 

 
5,600 4

,
5
2
0
 

 
so 

3. 20 ク 290 ク 75 ク 0
 
6
 

ク
0
0
 

 
5,900 

z
.0
  

6
  

100 

積立分譲住宅の積立者を募集 

昭和53年度 	 広 田 団 地 

皿
を
 

に
、
ま
だ
加
入
の
手
続
き
を
 
っ

て

ハ
十
 
し

て
い
な
い
方
は
、

今
か
ら
 
に

つ

マ
フ
 
六
十

歳
ま
で
保
険
料
を
納
め
 
四
千
 

」
期
 
て
も
、

老
齢
年
金
を
う

け
る
 
と
が
 

c
れ
 

期
間
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
 
今

年
 

、
一
一
 
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

て
い

皿
年
 
将

来
、
ど
の
制
度
か
ら
も
 
施

期

＼
た
 
年
金
を

う
け
る
こ
と
が
で
き
 
七

月
 

特
別
納
付
制
度
の
活

用
を
 

一
十
 

な
い
、
無
年
金
者
に
な
っ
て
 
い

ま
 

e
れ
 
し

ま
う
わ
け
で
す
。
 

な
た

与
ら
 

そ
こ
で
、

こ
の
よ
う
な
方
 
ン

ス

ょ
す
。
 

々
が
無
年
金
者
と
な
ら
な
い
 
こ

の

立
に
 

よ
う
、
今
回
限
り
の
特
別
な
 
年
全

同
保
 
取

り
扱
い
と
し
て
、
す
で
に
 
よ
う

力
、
 

時
効
（
保
険
料

は
納
期
限
の
 
雄
 

」
加
 
翌
日
か

ら
二
年
を
過
ぎ
る
と
 
険
車

い
の
 
納

め
ら
れ
な
く
な
る
。）
に
な
 
係

r
 

国
民
年
金

の
老
齢
年
金
を

金
 
う
け
る
た
め
に
は
、
六
十
 

F

歳
ま
で
の
加
入
期
間
の
う

ち
、
保
険
料
を
納
め
た
期
 

E

間
と
保
険
料
を
免
除
さ
れ

国
た

期
間
と
を
合
わ
せ
て
一
一

十
五
年
以
上

（
昭
和
五
年

四
月
一
日
以
前
に
生

ま
れ
た
 

っ
て
い
る
過
去
の
滞
納
期
間

に
つ
い
て
、
 ー
カ
月
に
つ
き

四
千
円
の
割
合
で
納
め
る
こ

と
が
で
き
る
特
例
納
付
が
、
 

今
年
の
七
月
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
特
例
納
付

の
実

施
期
間
は
、
昭
和
五
十
三

年

七
月
か
ら
昭
和
五
十
五
年
六
 

方
は
、
生
年
月

日
に
応
じ
て
一
一
 

十
五
年
と
い
う
期
間
が
二
十

四
年
か
ら
十
年
に
短
縮
さ
れ

て
い
ま
す
。）
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
、
国
民
年
金
に

加
入
し

て
い
て
も
長
期
間
保

険
料
を
納
め
て
い
な
い
方
、
 

あ
る
い
は
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
 

月
ま
で

の
ニ
年

間
に
限
ら
れ
て
 

い
ま
す
。
特
例
納
付
は
、
あ

な
た
に
と
っ
て
最
後
の
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
 

こ
の
措
置
を
活
用
し
、
老
齢

年
金
の
受
給
権
を
確
保
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

詳
し
い
こ
と
は
、
社
会
保

険
事
務
所
、
ま
た
は
市
年
金

係
に
ご
相
談
下
さ

い
。
 

お
め
で

と
う
成
人
 

六
百
五
十
八
人
が

大
人

の
仲
間
入

り
 

市
の
五
十
三
年
度
の
成
人
式

は
、
八
月
二
十
日
午
後
一
時
か

ら
市
民
文
化
会
館
に
お
よ
そ
三

百
人
が
出
席
し

て
行
わ
れ
、
成

人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
 

今
年
新
し
く
成
人
を
迎
え
た

の
は
、
昭
和
三
十
三
年
に
生
ま
 
 

れ
た
六
百
五
十
八
人

（男
三
〇

四
人
、
女
三
五
四
人
）
で
す
。
 

式
で
は
、
寺
田
市
長
式
辞
の

あ
と
、
伊
藤
市
教
育
委
員
長
が

記
念
品
を
贈
り
、
福
士
市
議
会

議
長
、
川
浪
市
青
年
団
協
議
会

会
長
ら
が
お

祝
い
と
励
ま
し
の
 
 

言
葉
を

そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
応
え
新
成
人
を
代
表

し
市
内
蓮
沼
の
増
田
税
さ
ん
が
、
 

「
明
る
い
郷
土
づ
く
り
に
励
み

た
い

…
」
 
と
お礼
の
言
葉
を
述

べ
ま
し
た
。
 

、
くー
 

消
費
者
苦
情
相
談
所
 

商
工

観
光

課
に
変
更

県
の
 
「消
費
者
苦
情
相
談
所
」
 

は
、
毎
月
第
一
、

第
三
水
曜
ロ

に
本
町
「
中
三
」
 
デパ
ー
ト
五

階
で
開
設
し

て
い
ま
し
た
が
、
 

デ
パ
ー
ト
の
改
築
工
事
の
た
め

十
月
ニ
十
日

ま
で
市
商
工
観
光

課

（
本
庁
三
階
）
に
変
更
と
な

り
ま
し
た
。
 

相
談
日
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り

毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日
で
す
。
 

「地
域
の
図
書
館

づ
く
り
と
読
書
運
動

を
す
す
め
よ
う
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た

五
十
三
年
度
の
 
「全

国
図
書
館
大
会
」
が

十
月
十
二
日
か

ら
三

日
間
、
青
森
市
の
青

森
市
民
文
化
会
館
を

主
会
場
に
開
か
れ
ま

す
。
 

図
書
館
活
動
に
つ
 

い
て
関
心
の
あ
る
方
は
、

ふ
る
 

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
 

参
加
料
は
千
円
で
す
。
 

大
会
で

は
、
初
日
開
会
式
に
 

続

い
て
作
家
倉
光
俊
夫
氏
の
記
 
 

念
講
演
、

二
日
目
は
、
 
「
図
書

館
と
出
版
流
通

」
等
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
九

つ
の
分
科
会
が
開

か
れ
、
最
終
日
は
、

全
体
会
議
、
 

郷
土
文
化
の
紹
介
（
津
軽

三
味

線
、
高
橋
竹
山
）
が
あ
り
ま
す
。
 

問
い
合
わ

せ
等
は
、
市
立
図

書
館
（
廿
④
四
三
三

四
番
）
へ
。
 

生
活
と
自
然
を
守
る
 

下
水
道
 

九
月
十
日
は
 
「全
国
下
水
道

促
進
デ
ー
で
す
」
 

下
水
道
は
、
台
所
や
風
呂
場
、
 

水
洗
ト
イ
レ
な
ど
の
家
庭
汚
水
、
 

工
場
等
か
ら
の
排
水
を
集
め
て

浄
化
処
理
し
、
き
れ
い
な
水
に
 
 

し
て
河
川
等

へ

放
流
し
て
や
る

施
設
で
す
。
 

下
水
道
の
完

成
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
汚
水
を

タ
レ
流
し
に
さ

れ
て
い
た
堰
や

川
が
本
来
の
清

流
に
も
ど
り
、
 

環
境
の
美
観
が

保
持
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
衛
生

環
境
が
整
備
さ

れ
ま
す
の
で
快

適
な
都
市
生
活

が
出
来
ま
す
。
 
 

め
 

一
一A(
 

た
 

、
（
」
 

す
 

一
七
】
 

一
鰻
一
 

を
 

．W」
）
 

ん
 

壌
」
 

海
」
‘奄
亡て
コ

青
 
一
・
＋
島
》
 

全国図書館大会 

十月中旬、青森市で 

●受 付 期 間 9 月 7 日から 9 月14日まで 

．受 付 場 所 市都市計画課（e ⑤ 2111番） 

●住宅等引渡時期 （1年積立）昭和54年10月頃の予定 

(2年積立）昭和55年10月頃の予定 

(3年積立）昭和56年10月頃の予定 

譲渡予定価格は概算平均額であり、精算の結果変更になり 

ます。 

申込、資格等詳細については市都市計画課へお問い合わせ 

下さい。 



/
 

ク
走
ろ

う
大
会

（
を
開
く
 

ふ
る
っ

て
参

加
を
 

ふ
る
っ
て
ご
参
加
下
止
ピ
い
。
 

灘
灘
」
緩
 

祭
線
」
喝
所
市
庁
舎
前
お
 

市
教
育
委
員
会
で
は
県
と
共

催
で
、
市
民
体
力
づ
く
り
運
動

の
一
環
と
し
て
次
の
日
程
で
“
 

“走
ろ
う
大
会
を
行

い
ま
す
。
 

慮
下
さ
い
。
 

Jr
 
完
走
者
に
は
記
念
品
を
差
し
 

冷
 
二
‘

一？
 『
ー

ー
・
」
‘
ニ
ー

‘
．
‘
 
て
ー
 

“

上
げ
ま
す
。
 

ロ
コ
ー
ス
 
市
庁
舎
前
お
祭

り
広
場
、
岩
木
川
堤
防
ー
元
町
 

ー
柳
町
ー
お
祭
り
広
場
ま
で
の

ジ
ョ
ッ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
、
三
千
 

体
の
調
子
が
悪
い
方
は
ご
遠
 

ロ
「
爆
音
器
」
は
、
夜
間
は

絶
対
に
使
用
し
な
い
で
下
さ
い
。
 

街
頭
献
血
に
 

こ
協
力
を
 

県
の
移
動
採
血
車
力
青
い
鳥

号
”
が
次
の
日
程
で
街
頭
献
血

を
行
い
ま
す
。
 

ご
協
力
下
さ
い
。
 

ロ
と
き
・
と
こ
ろ
 

九
月
七
日

（
木
）
＠
午前
十

時
か
ら
正
午
ま
で
、
五
所
川
原

保
健
所
前
 

⑥
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
三

時
ま
で
、
五
所
川
原
工
業
高
校

九
月
ニ
十
一
日

（
木
）
＠
午

前
十
時
か
ら
正
午
ま
で
、
五
所

川
原
保
健
所
前
 

五
所
川
原
市
で
 

青
森
陸
上
競
技
協
会
等
主
催

の

h
県
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
一

が
、
九
月
二
十
三
、
ニ
十
四
の

両
日
、
市
内
飯
詰
、
勤
労
青
少

年
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま

す
。
 

競
技
種
目
は
、
男
子
が
百
U
、
 

二
百
U
、
走
高
跳
、
走
幅
跳
な

ど
二
十
種
目
、
女
子
は
、
百
H

、
 

二
百
H
、
砲
丸
投
な
ど
十
二
種

目
で
す
。
 

ま
た
、
大
会
で
は
、
小
学
校

の
部

（
西北
五
対
象
）
で
男
子

百
U
、
四
百
H

、
千
五
百
H

、
 

四
百
H
リ
レ
ー
、
女
子
百
H

、
 

二
百
1
1、
走
幅
跳
、
四
百
U
リ

レ
ー
競
技
も
行
わ
れ
ま
す
。
 

喉
皿
競
技
選
手
権
大
会
 

自衛官募集案内 

ー般曹候補 

54年4 月1日現在で18歳以 

t20歳未満の高校卒業 .（また 

は見込み）の男子 

受付 	8 月1日～ 9 月30日 

試験 	1次10月8 日（日） 

2 次10月20-23日 

課目 	国語、数学、社会、 

理科、英語、作文 

航空学生鍵 

54年4 月1日現在で18歳以 

上20歳未満の高校卒業（また 

は見込み）の男子 

受付 	8 月1日～ 9 月26日 

試験 	1次10月1日（日） 

2 次10月24-27日 

3 次11月下旬（空のみ） 

課目 	国語、数学、社会、 

理科、英語、適性検査 

待遇 	採用と同時に 2 等陸 

（海・空）士に任用 待遇 

され自衛官としての 

身分を保有し、待遇 

されます。 

将来、幹部への道も 

開かれています。  

採用と同時に 2 等海 

（空）士に任用され

自衛官としての身分

を保有し待遇される

パイロットへの早道

コースです。 
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一
時
か
ら
 

ロ
と
こ
ろ
 
産
経
会
館
四
階
 

ホ
ー
ル
 

主
催
 
北
五
医
師
会
、
五
所
 

川
原
市
民
保
健
協
議
会
 

痔
疾
で
お
悩
み
の
方
 

「
み
ん
な
の
健
康
教
室
」
へ
 

医
師
会
と
家
庭
を

結
ぶ
、
 
「み
ん
な
の

健
康
教
室
」
が
次
の

日
程
で
開
か
れ
ま
す
。
 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
 

「肌
門
の
病
気
に
つ

い
て
」
で
す
の
で
、
 

痔
疾
で
お
悩
み
の
方

は
ぜ
ひ
お
い
で
下
さ
 

ロ
と
き
 
九
月
一
一

十
二
日

（
金
）
午
後
 

水
稲
の
登
熟
期
に
入
り
、
ス

ズ
メ
を
追
う
爆
音
器
の
使
用
が

盛
ん
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
爆
音
器
を
使
用
す

る
場
所
や
時
間
に
よ
っ
て
は
、
 

騒
音

（爆
発
音
）
の
た
め
、
赤

ち
ゃ
ん
や
病
人
の
安
眠
・
安
静

の
妨
げ
に
な
る
な
ど
、
付
近
の

方
に
め
い
わ
く
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

爆
音
器
を
使
用
す
る
農
家
の

み
な
さ
ん
は
、
次
の
こ
と
を
必

ず
守
っ
て
下
さ
い
。
 

ロ
 
扉
音
器
」
は
、
で
き
る

だ
け
住
宅
地
か
ら
離
し
て
取
り

付
け
て
下
さ
い
。
 

＠
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
一
ニ

時
ま
で
、
東
北
電
力
五
所
川
原

営
業
所
 

乳幼児の健康診断 
市では、乳幼児の健康診断と健康相談を下記の日程で行 

います。該当する赤ちゃんには、受診させるようにして下 

さいo 

ロ受付時間 午後1時から 2 時まで 

ロ持参するもの 母子健康手帳、バスタオル 

現在病気治療中かほかの機関で健康診断を受けている乳 

幼児はご遠慮下さい。 

月 	齢 対 	象 と 	き と ころ 

3 	カ 月 児 
昭和53年 
5 月生まれの 
乳 	児 

9 月13日 市中央 
公民館 

6 	カ 月 児 
昭和53年 
2 月生まれの 
乳 	児 

9 月19日 ク 

I歳6 カ月児 
昭和53年 
3 月生まれの 
乳 	児 

9 月26日 ク 

夜
間
は

使
用
し

な
い

で
 

ス
ズ

メ
追
い
爆
音
器
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
下
さ
い
 

ミ結核検診ミのお知らせ 

地 区 名 月 	日 場 	所 時 	間 

田 9 月 8 日 奈 良 商 店 前 
午
 
前

9
 

一
 
【

h
v
  

3
 
0
 
9
 
0
 

 

高 	瀬 ク 高瀬集会所前 10 :00～】0 】 20 

福 	井 ク 小笠原清衛宅前 10 :30~lo:5o 

鶴 	ケ 	岡 ク 市農協三好支所前 ii: oo~1j : 30 

下 藻 	川 中 大 川 商 店 前 ii: 40-12 : 00 

小曲、沼田町 ク 小曲集会所前 
午
 
後

1
 

、
 

 1
 
0
 
1
 
4
 
0
 

 
平和町、蓮沼
不魚住 

ク 平和町集会所前 2: oo~ 2 :30 

栄 	町 ク 白 衣 神 社 前 2: 40~ 3:10 

田 	町 ク 川村製陥所前 3 : 20-- 3: 50 


